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近年の環境変化と開通効果

平成２６年７月に、若狭さとうみハイウェイが全線開通し、嶺南地域が一つの高速道路でつながりました。さらに、平成２７年
７月には、京都縦貫自動車道の開通により、福井県と関西を結ぶ多重型の環状ネットワークが完成しました。
また、平成２７年３月には、北陸新幹線が金沢まで開業し、福井県と首都圏とのアクセスが「東海道回り」と「北陸回り」の環

状新幹線ルートの形成が進みました。

魅力度ランキング 観光意欲度ランキング

令和元年 令和２年 令和元年 令和２年

福井県 ３７位 ４４位 ３７位 ３９位

石川県 ９位 １０位 ８位 ８位

富山県 ２４位 ２６位 １８位 ２６位

地域ブランド力調査の結果（令和元年１０月）

出典：ブランド総合研究所「地域ブランド力調査２０２０」

平成29年7月開通
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（１） 北陸新幹線の金沢開業効果

・主要観光地８カ所の観光客入込数は、嶺北を中心に増加
しました。
・平成２７年の延べ宿泊数は約１２％増と２年連続の増加
傾向にあり、１～１０月の伸び率は全国１３位です。
・北陸デスティネーションキャンペーン（平成27年10～12月）中に
は、北陸新幹線利用者が前年比約３倍（同区間の在来線特急

との比較）、サンダーバードが約１割増、首都圏からのツアー
客が約９倍となりました。

（２） 若狭さとうみハイウェイの開通効果

・嶺南地域の主要観光地では、開通後１年間の来場者数が
約１割増加し、観光消費額は約７．４億円増加しました。
・全線開通から５年目に、小浜ＩＣ～敦賀ＪＣＴ間の交通量が
約7,700台/日となり（開通後１年目の約6,500台に比べ
約18％増加）、毎年着実に交通量が増加しています。
・開通以降、産業団地は２件が分譲中、１件が分譲予定です。
・沿線地域において開通以降に新設・増設した企業は42件と
なり、約1,500人の新規雇用が見込まれています。

出典：福井県、北陸ＤＣ実行委員会
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主要観光地８カ所の観光客入込数（平成27年速報値）

57％増

22％増

23％増

全日 平日 休日

開通区間の交通量 6,100台/日 5,400台/日 7,500台/日

若狭さとうみハイウェイ（小浜ＩＣ～敦賀ＪＣＴ）開通後１年の交通量

出典：国土交通省近畿地方整備局、福井県ほか発表資料

近年の環境変化と開通効果
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○県内の道路網・産業基盤の現状

禅の里

さかい

みくに

一乗谷
あさくら水の駅

九頭竜

西山公園

越前

パークイン
丹生ケ丘

河野

若狭熊川宿

名田庄

シーサイド高浜

うみんぴあ大飯

三方五湖

恐竜渓谷かつやま

若狭おばま

越前おおの荒島の郷

敦賀南
スマートＩＣ

三方五湖
スマートＩＣ

蓮如の里あわら

南越

石川県境道路
（大日峠道路）

岐阜県境道路
（冠山峠道路）

― 中部縦貫自動車道
― その他の道路

重点道の駅（整備中）
道の駅
高速ＳＡ
スマートＩＣ

竜前企業団地

三十三工業団地

松原産業団地
敦賀市産業団地

今立工業団地

中野工業団地

春日野工業団地

福井県商工業団地

テクノポート福井

大野市富田産業団地

敦賀市第２産業団地

若狭美浜インター
産業団地

鯖波工業団地

― 北陸新幹線
― 中部縦貫自動車道
― その他の道路

新産業団地（整備中）
分譲中の産業団地

福井港

敦賀港

広域道路網の現状 産業基盤の現状

おおい町産業団地
（仮称）

南条ＳＡ
南条スマートＩＣ

勝山市荒土町
松ヶ崎産業団地
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○福井県の歴史遺産の分布と時代区分

古代の歴史資産

中世の歴史資産

近世の歴史資産

近現代の歴史資産

〔古 代〕

５世紀後半 男大迹王（後の継体大王）が三国に入国。507年に河内樟葉宮において即位

５世紀ごろ 越前和紙、越前漆器が発祥

７世紀ごろ ツヌガアラシトが敦賀に渡来（伝承）。渤海使の来航以降、敦賀が対外窓口として機能

７世紀後半 越前国の設置（延喜式による格付けは大国）

717年 泰澄が平泉寺白山神社を創建

― 北陸新幹線
― 中部縦貫自動車道
― その他の道路

エッセル堤
龍翔館

北前船主の館

越前和紙

はたや記念館
花月楼

三国湊

劔神社

永平寺
一乗谷朝倉氏遺跡

今庄宿旧北陸本線隧道群

敦賀港線

越前漆器

吉崎御坊

木ノ芽峠

青葉山

暦会館

熊川宿

あわら温泉

越前打刃物

越前焼
越前大野城

眼鏡工業

白山平泉寺

明通寺

気比神宮

若狭彦神社

鳥浜貝塚

武田耕雲斎墓

金ヶ崎城址

丸岡藩砲台跡

福井城址

大安禅寺

越智山

国吉城址

宝慶寺越前国府
越前箪笥

能面美術館

高浜城跡

神宮寺

若狭めのう
若狭塗

アカタン砂防堰堤

ゆりの里公園

松尾芭蕉句碑

柳ヶ瀬隧道

地域の主な歴史や資産

〔中 世〕

1244年 道元が大本山永平寺を創建

13世紀ごろ 越前焼が発祥。室町時代後期には北国最大の生産
地として繁栄

1471年 蓮如が吉崎御坊を創建

1471年 朝倉孝景が越前守護職に就任。全国屈指の巨大
都市・一乗谷と文化的繁栄を実現

〔近 世〕

1601年 結城秀康が福井藩６８万石の初代藩主として入国

幕末期 松平春嶽が幕政改革を実施。藩政では、横井小楠、
由利公正等による殖産興業を実行

〔近現代〕

1889年 長浜～敦賀間の北陸本線開通
敦賀港の国際港開港（1899年）により、欧亜国際
連絡列車（1912～1940年）が運行

2016年 現代の先端農業の道を開く、九頭竜川かんがいパイ
プライン通水

丸岡城
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○福井県の自然資産の分布と科学的価値

・恐竜化石 中期ジュラ紀～前期白亜紀（～約1億2000万年前）の手取層群から全国最多の恐竜化石を産出

・蘇洞門 白亜紀末（～約6550万年前）の花崗岩体が浸食を受け、現在の蘇洞門を形成

・東尋坊、
越前海岸

1500万年前の火山活動により火山岩が堆積し、その後の浸食により、現在の東尋坊を形成
300万年前から越前海岸の海成段丘が発達

・水月湖
「年縞」

７万年前から年代測定の世界標準水月湖「年縞」を形成。最深部は15万年前

自然史分野の主な資産

自然科学資産
研究教育施設

― 北陸新幹線
― 中部縦貫自動車道
― その他の道路

東尋坊

明鏡洞

蘇洞門

鵜の瀬

笏谷石 恐竜化石

御清水

恐竜博物館

恐竜学研究所
（県立大学）

若狭湾エネルギー
研究センター

自然史博物館

美浜町エネルギー環境
教育体験館「きいぱす」

年縞博物館

越前加賀
海岸国定公園

若狭湾国定公園

水月湖年縞

白山国定
公園
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県外出身者や観光客へのヒアリング調査の結果

交流人口の拡大をめざした施策の検討のため、福井県内での勤務経験者や観光客を対象にヒアリング調査を実施

実施期間 平成２７年１２月～平成２８年１月

対象者 県外企業の福井支店や県外からの立地企業の支店長等（６０名）
地域おこし協力隊やＡＬＴなどとして現在、福井県内で就業中の個人（６９名）
過去に福井県内で勤務・居住した経験のある個人（９名）
県外観光客（２００名）

主な意見
（まちづくり）
・福井駅前を観光の核として、集客力あるものを整備してまち歩きができるようにすると良い
・県庁を移転して福井城を復元すると良い
・福井の歴史は時代が重層的。歴史のつながりが見えると面白くなる
・福井駅周辺に高級ホテルが必要 など

（誘客対策）
・恐竜博物館の渋滞対策が必要。福井駅から乗り換えなしで行けるようにすると良い
・観光誘客のためには北陸３県での連携が必要
・福井県民がおもてなしのため地元のことをもっと知り、全員参加型の県民運動として盛り上げていくと良い
・外国人観光客は、自然や体験型観光への関心が高い。外国人観光客にターゲットを絞ると良い など

（交通関係）
・福井駅発の周遊観光が足りない。観光地を周遊できる公共交通が必要
・自動改札が必要。全国共通のＩＣカードも使えると良い
・ＳＬなど、越美北線に観光列車が運行できるとおもしろい
・観光地でレンタカーを借りられると良い など


